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　青少年赤十字の大きな特色の一つは、他の多くの青少年団体の活動と異なり、学校教
育の場に組織され、教師を指導者として運営されていることです。
　1922年の青少年赤十字の創設決議の中でもこのことが明記されています。今日で
は、地域社会に組織される青少年赤十字を持つ国も増えてきましたが、日本では一貫し
て学校教育の中に組織され、多くの成果をあげてきました。
　これまで、青少年赤十字を学校や学級の中に取り入れて活用してきた先生方からは、
「主体的に行動できる子どもが育っている」「気づき、考え、実行できる子どもが育ってい
る」「世界的なネットワークを持つ赤十字の資源（教材、人材等）が活用できて教育効果
があがる」「救急法などの知識や技術を身につけることができた」などの声が寄せられて
います。
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青少年赤十字の取り入れ方
成田國英（元文部省初等中等教育局教科調査官）

　青少年赤十字活動を学校教育に取り入れる場合、学校のすべての教育活動の中に赤
十字の精神を生かしていく方法もあり、また、教育課程内の教育活動として位置付ける
方法もある。後者の例として、特別活動が考えられる。
　特別活動の目標は、望ましい集団活動を通して自主的、実践的な態度を育てることに
あるが、青少年赤十字委員会やクラブなどを設けることにより、青少年赤十字活動を特
別活動の児童・生徒会活動及びクラブ活動に位置付けることが考えられる。
　学級会活動、学校行事、学級指導においては、青少年赤十字活動に直接かかわる議
題、行事、主題などを取り上げる場合だけに限定されることになる。（中略）
　人間形成の基礎を培うべき小・中・高等学校の各段階においては、発達段階に応じて
自ら考え、判断する能力を伸ばすと共に、何よりも子どもたちの心身の健全な育成を図
ることが重要な課題である。（中略）このようなことからも、他に迷惑をかけないで生活
すると共に、日常生活の中で自分が周囲の人たちに何をなしうるかを考えさせ、他と共に
協力し合って生活することを志向させることが大切である。
　青少年赤十字活動は、わが国の青少年の健全な育成を図る上で、極めて有意義な役割
を果たすものであることを、この機会に再確認する必要がある。
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さしつかえない。この場合、学校管理規則の定めるところに従って教育委員
会の承認を受け、または届け出をなすことが必要である。
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高齢者の疑似体験をするメンバー

トピックアルバム

　青少年赤十字は、実践活動を通して人格の形成を図ることをねらいとしています。です

から、実際の活動を重視します。「為すことによって学ぶ」という意味はここにあります。

　つまり理念や精神は、実際の行動により強化され、自信を与え、強化された精神により

次の行動が生み出されていくといえるでしょう。

　青少年赤十字の活動は、「これをしなければならない」といった義務のようなものは基

本的にありません。しかし、青少年赤十字では、赤十字の人道精神に沿った特色あるいく

つかの具体的な実践目標を提案しています。それらが「健康・安全」「奉仕」「国際理解・親

善」活動です。

　それぞれに「健康安全プログラム」や「青少年赤十字活動資金」「トピックアルバム作

り」などの青少年赤十字ならではの特徴ある活動が用意されていますが、これら以外の

活動も、直接、間接に地域や世界の人々の平和と福祉のためにつながるような活動は自

由に行うことができます。赤十字が直接の活動対象としていない環境保護・美化活動な

どを積極的に実践しているメンバーがいるのはそのためです。大切なのはどんな活動で

も、その活動がどのような教育的配慮からなされているかということです。
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幼稚園・保育所では
　人格形成のために大切な幼児期に、青少年赤十字を取り入れ「生命の尊さ」を知り、幼
児なりの奉仕の活動ができるよう導くことが大切です。また、幼稚園・保育所の現場で
は、青少年赤十字がこどもたちにより親しみやすく、わかりやすいように『こども赤十字』
という呼び方をすることがあります。
　青少年赤十字を活用する方法として、活動事例をご紹介します。　

（１） 気づきを大切に～困った探し・よかった探し～
　日常生活の中で「困ったこと」や、他の園児の「よかったこと」に気づかせる。その気づい
たことについて、意見を共有することで、子どもたちは意欲的に行動するようになった。

（２） 食育
　子どもたちが苦手とする野菜を栽培し、食への感謝の気持ちを育て、環境について考
えさせた。

（３） 高齢者との交流
　高齢者福祉施設を訪ね、季節に応じて、例えば七夕飾り作り、手遊びなどをするなどし
て交流した。

（４） NHK海外たすけあい募金
　地図や地球儀、新聞記事、赤十字の「海外たすけあい」パンフレット等を使って、集めたお金
がどんなことに役に立つのかを調べて子どもなりに話し合い、街頭募金への参加をした。
＊NHK海外たすけあい募金は、日本赤十字社とNHKの共同事業です。
集まった資金は、日赤を通じ、海外の救援や開発協力事業に使われます。

（５） 子ども救急法
　絵カードを使って子どもたちにけがの様子を見せた後、ビデオでけがの手当ての方法
を学び、三角巾やハンカチを使って手当ての仕方を実践する。最終的に、ロールプレイン
グを通して、子どもたち同士で手当ての仕方を確認することができた。また、親子で学べ
る救急法もある。
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クラブ活動の説明会、ポスター、チラシ、個人勧誘
青少年赤十字の歴史、性格、目的について調査研
究する。（日赤本社・支部発行の資料やハンドブッ
ク、テープ等利用）
ゴールデンウィークを利用して動物園や公園で
迷子相談、救護活動

赤十字の誕生とジュネーブ条約・赤十字の基本原
則、日本の赤十字について調査研究する。（青少
年赤十字欄と同じ。必要があれば講師を招く。）

講義後、その話を中心にさまざまな形で「話し合
い」をしていろいろの形を学ぶ。（55ページ会議
の運営参照）
校舎内や校庭における健康・安全の障害となる
ものを調査し改善する。公害や献血について研
究する。
水のシーズンに備え受講する。日本赤十字社から
講師を招く。

学校や地域社会における社会的、人道的奉仕を
理解し実践計画を作成する。

子ども会、人形づくり、野外活動、レクリエーショ
ンなどの研究をする。
日赤支部主催のもの、自校主催のものなどに参加
する。

・ グループ活動

・ リーダーシップ・トレーニング・
　センター参加

・ リーダーシップ・トレーニング・
　センター報告会
・ 文化祭準備

リーダーシップ・トレーニング・センター
参加者報告会
展　示ー青少年赤十字のPRと活動報告
舞　台ー青少年赤十字の目的にそった歌や劇
バザーー自作のもの、不用なものの販売（収益金
　　　　は活動費や施設への寄付にあてる）
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ア）青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センター指導者養成講習会（2泊3日）

イ）青少年赤十字指導者中央講習会（1泊2日）

ウ）全国指導主事対象青少年赤十字研究会（1泊2日）

エ）青少年赤十字指導者講習会（1日～3日）

オ）青少年赤十字加盟校校長・教頭講習会（1日～2日）

カ）青少年赤十字スタディー・センター（4泊5日）
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　日本赤十字社は、明治10年（1877年）5月に博愛社として創立されました。これを提唱
したのは佐野常民という人で、慶応3年（1867年）と明治6年（1873年）の2回、ヨーロッ
パを旅行して各国に赤十字という組織があることを知りました。
　明治10年（1877年）、西南戦争が起こったとき佐野常民は元老院議官でしたが、同じ
く元老院議官の大給恒と語り合い、ヨーロッパ各国にある赤十字と同じような組織をつ
くり、西南戦争における両軍の傷病者を救護しようと計画したのです。
そしてそれを博愛社と名づけ、政府に願書を提出しました。
　そこで、明治10年（1877年）5月1日のことです。佐野常民は願書をもって熊本に赴き、
ときの征討総督有栖川宮熾仁親王に直接許可を願い出ました。5月3日、有栖川宮熾仁
親王は博愛社の創設をお認めになりました。これが後の日本赤十字社です。日本赤十字
社では5月1日を創立記念日と定めています。当時の博愛社の記章は、白地に赤十字では
なく、日の丸の下に赤で横に一本線を引いたものでした。
　　西南戦争が終わると、佐野常民らは我が国も世界の赤十字に仲間入りすることが必
要だとして、とりあえず江戸時代の蘭学者シーボルトの長男、シーボルト男爵の援助を得
て、政府にジュネーブ条約に加盟するよう働きかけました。こうして、日本政府は明治19
年（1886年）6月5日、ジュネーブ条約に加わることになりました。
　日本政府がジュネーブ条約に加盟したので、博愛社も明治20年（1887年）5月20日、
名称を日本赤十字社へと改めました。そして、世界の赤十字の仲間にはいるために赤十
字国際委員会に申請し、9月2日に承認されました。

おぎゅうゆずる

ねがいしょ

ありすがわのみやたるひと しんのう
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（背景と任務）
　1864年以降、ヨーロッパを中心として創設された各国赤十字社は、急速に世界各国
に広がりました。第二次大戦後は、アジア・アフリカで次々と独立国が誕生したので、赤
十字社または赤新月社の数も増加し、2022年4月現在192の社が承認されています。
　当初、各国赤十字・赤新月社の事業は、紛争や災害時の救護活動が主でしたが、特に第
一次大戦後、平時における災害対策、医療・保健、社会福祉、青少年育成といった分野に
も事業範囲が拡大しました。
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各国赤十字社・赤新月社等一覧（令和３年４月１日現在）

国　際
委員会
承認順

国　際
委員会
承認年

国　　名

39 1923ボ リ ビ ア

1 1864ベ ル ギ ー
2 1864イ タ リ ア
3 1865スウェーデン
4 1865ノル ウェー
5 1866ス イ ス
6 1867オーストリア

8 1868オ ラ ン ダ
9 1870英 国
10 1876デンマーク
11 1876ルーマニア
12 1877ギ リ シ ャ
13 1880ペ ル ー
14 1882アルゼンチン
15 1882ハンガリー
16 1882米 国
17 1885ブ ルガリア
18 1887ポ ルトガ ル
19 1887日 本
20 1893ス ペ イ ン
21 1896ベネズエラ
22 1900ウルグアイ
23 1900南 アフリカ
24 1907フ ラ ン ス
25 1909チ リ
26 1909キ ュ ー バ
27 1912メ キ シ コ
28 1912中 国
29 1912ブ ラ ジ ル
30 1914ルクセンブルク
31 1919ポ ーランド
32 1920フィンランド
33 1920タ イ
34 1921ロ シ ア
35 1922コ スタリカ
36 1922コロンビア
37 1922パラグアイ
38 1922エストニ ア

40 1923ラ ト ビ ア
41 1923エクアド ル
42 1923アルバニア
43 1923グアテマラ
44 1923リトア ニ ア

46 1924パ ナ マ

国　際
委員会
承認順

国　際
委員会
承認年

国　　名

49 1925エルサルバトル
50 1927カ ナ ダ
51 1927ドミニカ共和国
52 1927オーストラリア
53 1929イ ン ド
54 1932ニュージーランド

56 1934ニカラグア
57 1935ハ イ チ
58 1935エチオピア
59 1938ホンジュラス
60 1939ミャン マ ー
61 1939アイルランド
62 1945リヒテンシュタイン

64 1947レ バ ノ ン
65 1947フィリピ ン
66 1948モ ナ コ

69 1950インドネシア
70 1950サン マリノ
71 1952スリランカ
72 1952ド イ ツ

74 1955大 韓 民 国
75 1956朝鮮民主主義人民共和国
76 1957ラ オ ス

79 1957ベ ト ナ ム

82 1959ガ ー ナ
83 1959リ ベ リ ア
84 1959モ ン ゴ ル
85 1960カンボジア
86 1961ナイジェリア
87 1961ト ー ゴ
88 1962シエラレオネ
89 1962ブルキナファソ
90 1963コンゴ民主共和国

93 1963カメル ーン
94 1963コートジボワール

96 1963セ ネ ガ ル

国　際
委員会
承認順

国　際
委員会
承認年

国　　名

97 1963タンザニア
98 1963トリニダード・トバゴ
99 1963ブ ル ン ジ
100 1963ベ ナ ン
101 1963マダガスカル
102 1964ネ パ ー ル
103 1964ジャマイカ
104 1965ウ ガ ン ダ
105 1965ニジェール
106 1966ケ ニ ア
107 1966ザ ン ビ ア
108 1967マ リ

110 1968ガ イ ア ナ

112 1970ボ ツ ワ ナ
113 1970マ ラ ウ ィ
114 1971レ ソ ト

117 1973シンガポール

119 1973フ ィ ジ ー
120 1973中央アフリカ
121 1974ガ ン ビ ア
122 1976コンゴ共和国
123 1976バ ハ マ
124 1977パプアニューギニア
125 1977モーリシャス
126 1979エスワティニ
127 1981ト ン ガ

130 1982ル ワ ン ダ
131 1983ジンバブエ
132 1984ベ リ ー ズ
133 1984サ モ ア
134 1984バ ル バドス
135 1985カーボベルデ
136 1985サントメ・プリンシペ
137 1986ギニアビサウ

139 1986セントルシア
140 1986ギ ニ ア
141 1986ア ン ゴ ラ

国　際
委員会
承認順

国　際
委員会
承認年

国　　名

145 1988チ ャ ド
146 1988モザンビーク
147 1989ドミニカ国

148 1989セントビンセント及び
グレナディーン諸島

149 1991ソロモン諸島
150 1992セーシェル
151 1992セントクリストファー・ネービス
152 1992アンティグア・バーブーダ
153 1993ナ ミ ビ ア
154 1993スロバキア
155 1993チ ェ コ
156 1993スロベニア
157 1993クロアチア
158 1993セ ル ビ ア

185 2006パレスチナ

188 2012キ プ ロ ス
189 2013南スーダン
190 2015ツ バ ル
191 2017マーシャル諸島
192 2019ブ  ー  タ ン

186 2006モンテネグロ

7 1868ト ル コ 55 1934イ ラ ク

187 2011モル ディブ

109 1968ク ウェート

111 1969ソ マ リ ア

115 1972バーレーン
116 1973モーリタニア

128 1981カ タ ー ル
129 1982イ エ メ ン

138 1986アラブ首長国連邦

118 1973バングラデシュ

63 1946シ リ ア

67 1948パキスタン
68 1948ヨ ル ダ ン

73 1954アフガニスタン

77 1957チュニジア
78 1957ス ー ダ ン

80 1958モ ロ ッ コ
81 1958リ ビ ア

91 1963マレーシア
92 1963アルジェリア

45 1924エ ジ プ ト

47 1924イ ラ ン 95 1963サウジアラビア
48 1925アイスランド

142 1986ス リ ナ ム
143 1986ジ ブ チ
144 1987グ レ ナ ダ

184 2006イスラエル

は赤十字社（157社）
※標章としての赤新月の向きについては、特に定めはない。それぞれの社が設立時に右向き又は左向きを定める。

は赤新月社（34社） はイスラエル・ダビデの赤盾社

173 1997パ ラ オ

160 1993バ ヌ ア ツ
159 1993ウクライナ

161 1993マ ル タ
162 1994ア ン ド ラ
163 1994赤道ギニア

166 1995アルメニア

168 1995ベラルーシ
169 1995北マケドニア

172 1997キ リ バ ス

175 1997ジョージア
176 1999ガ ボ ン
177 2001ボスニア・ヘルツェゴビナ
178 2001モ ル ド バ
179 2002クック諸 島

181 2003ミクロネシア

183 2005東ティモール

164 1995トルクメニスタン
165 1995ウズベキスタン

167 1995アゼルバイジャン

170 1996ブ ル ネ イ

174 1997タジキスタン

180 2003カザフスタン

182 2005コ モ ロ

171 1997キルギス共和国
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国際赤十字・赤新月運動のあゆみ 世界と日本の動き 日本赤十字社のあゆみ

1822 佐野常民、佐賀に生まれる
1828 アンリー・デュナン、ジュネーブに

生まれる
1834 モールス「電信機」発明

1839 大給恒、江戸に生まれる
1840 アヘン戦争（～ 42）
1848 仏で 2 月革命。独で 3 月革命

1849 デュナン、ジュネーブの銀行に就職
1850 太平天国の乱（～ 64）
1853 クリミア戦争

ペリーが浦賀に来航（～ 56）
1854 デュナン、アルジェリアに製粉会社

を設立する仕事に従事（～ 58）
1854 日米和親条約。日本開国

1858 幕府 5 ヵ国通商条約
1859 デュナン、ソルフェリーノの戦場で

傷病兵を敵味方の区別なく救護
1859 イタリア統一戦争（仏・サルジニア

対オーストリア）（～ 61）
ダーウィン「種の起源」
安政の大獄

1860 桜田門外の変
1861 アメリカ南北戦争（～ 65）

1862 デュナン、「ソルフェリーノの思い出」
出版

1862 生麦事件

1863 五人委員会誕生
16 ヵ国の代表がジュネーブに集ま
り、赤十字規約を作る赤十字の標章
決定

1863 リンカーン、奴隷解放宣言

1864 12 ヵ国により初のジュネーブ条約調
印

1864 第 1 インターナショナル結成

1867 第 1 回赤十字国際会議（パリ） 1867 大政奉還・王政復古宣言
マルクス「資本論」

1867 佐野常民、パリ万国博覧会（赤十字
館）視察

1868 明治維新、五ヵ条の御誓文
1869 スエズ運河開通

1870 デュナン、普仏戦争で被災者救護 1870 普仏戦争（～ 71） 
1871 パリ・コミューン

ドイツ帝国成立 
日本、廃藩置県

1872 日本、学制制定。太陽暦採用
1873 佐野常民、ウィーン万国博覧会視察

1875 「五人委員会」を「赤十字国際委員会」
と改称

1876 ベル「電話機」完成
1877 西南戦争 1877 西南戦争で負傷者救護

佐野常民、大給恒、博愛社設立
1884 アフリカ分割に関するベルリン列国

会議（～ 85）
1885 日本、内閣制度制定

第 1 次伊藤内閣成立
1886 日本政府、1864 年のジュネーブ条

約調印
1886 博愛社病院設立

1887 博愛社を日本赤十字社と改称、赤十
字国際委員会から承認される

1888 磐梯山噴火、初の災害救護
1889 第 2 インターナショナル結成

大日本帝国憲法公布

赤十字の年表



国際赤十字・赤新月運動のあゆみ 世界と日本の動き 日本赤十字社のあゆみ
1890 アウグスタ基金組織 1890 看護婦養成開始 

1891 渋谷に病院を移転
1892 本社病院開院

1894 日清戦争（～ 95） 1894 日清戦争救護（～ 95）
1895 レントゲン「Ｘ光線」発見
1896 第 1 回近代オリンピック開催〔アテ

ネ〕
1899 ジュネーブ条約の原則を海戦に応用

するハーグ（ヘーグ）条約成立
1899 病院船「博愛丸・弘済丸」完成

1900 北清事変（～ 01） 1900 北清事変救護
1901 デュナン、世界初のノーベル平和賞

受賞
1901 ノーベル賞創設 1901 日本赤十字社条令認可、社団法人と

して登記
1902 日英同盟 1902 佐野常民死去
1903 ライト兄弟初飛行
1904 日露戦争（～ 05） 1904 日露戦争救護（～ 05）

1910 デュナン死去
ナイチンゲール死去

1910 日韓併合 1910 大給恒死去

1911 日本関税自主権を回復
1912 フローレンス・ナイチンゲール記章

制定
1912 大正と改元 1912 皇后陛下（後の昭憲皇太后）から国

際赤十字に基金下賜
1914 青少年赤十字の芽生（～ 17） 1914 第一次世界大戦（～ 18） 1914 第一次世界大戦救護（～ 16）
1917 赤十字国際委員会、ノーベル平和賞

受賞
1917 ロシア革命

1918 原敬内閣成立
1919 赤十字の平和事業拡張を目的とする

５ヵ国（日・英・仏・伊・米）会議
赤十字社連盟設立

1919 ベルサイユ条約

1920 第 1 回赤十字社連盟総会
第 1 回ナイチンゲール記章授与

1920 国際連盟設立 1920 日本赤十字社看護婦 3 名第 1 回ナイ
チンゲール記章受章
ポーランド孤児救済

1922 青少年赤十字の誕生 1922 ロシア避難民救済
最初の青少年赤十字発足

1923 関東大震災 1923 関東大震災救護
1926 昭和と改元 1926 第 2 回赤十字東洋会議（東京）

1929 捕虜の待遇に関するジュネーブ条約
成立

1929 世界経済恐慌

1931 満州事変   1931 満州事変救護
1932 五・一五事件
1933 ニューディール政策

1934 第 15 回赤十字国際会議開催（東京） 1934 第 15 回赤十字国際会議開催（東京）
1936 二・二六事件
1937 日中戦争 1937 日華事変から第二次世界大戦終結ま

での
救護活動

1939 第二次世界大戦（～ 45）
1941 太平洋戦争関門海底トンネル開通

1944 赤十字国際委員会、第 2 回目のノー
ベル平和賞受賞

1945 広島、長崎原爆投下、終戦 1945 米国赤十字社、日本赤十字社再建に
協力

1946 国際連合成立
日本国憲法公布
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1948 国際会議「赤十字平和宣言」決議 1948 世界人権宣言 1948 赤十字奉仕団結成

青少年赤十字組織変更
1949 世界赤十字デー制定

1949 年 8 月 12 日のジュネーブ四条
約成立

1950 赤十字社連盟憲章議決 1950 朝鮮戦争（～ 53）
1951 サンフランシスコ講和条約、日米安

全保障条約調印
1952 血液銀行開設

日本赤十字社法制定
1953 日本政府、1949 年のジュネーブ諸

条約加入
1953 中共・ソ連地区の邦人引揚交渉

1956 日ソ国交回復。日本政府、国連加盟 1956 北朝鮮在住邦人引揚交渉
広島原爆病院完成

1957 外務省が初の外交青書を発表
1958 東京タワー完成 1958 長崎原爆病院完成

1959 赤十字思想誕生百周年記念 1959 伊勢湾台風災害救護
在日朝鮮人北朝鮮帰還援助（～ 67）

1963 国際赤十字百周年記念
アンリー・デュナン記章制定
国際委員会、連盟、ノーベル平和賞
受賞

1963 連盟理事会で日本赤十字社提案の
「核兵器の使用、実験禁止決議」可
決

1964 東京オリンピック
1965 国際会議「赤十字基本原則」決議

ベトナム戦争犠牲者救援
1965 日韓基本条約調印

ベトナム戦争激化
1965 第 1 回献血運動推進全国大会

1966 中国文化大革命 1966 学校法人日本赤十字学園設立
1969 人類が初めて月に到達
1970 大阪で日本万国博覧会 1970 東南アジア太平洋地域青少年赤十字

国際セミナー「こんにちわ ʼ70」開
催

1971 在日朝鮮人北朝鮮帰還援助再開
1972 沖縄復帰。日中国交回復
1973 オイルショック
1975 ベトナム戦争終結

インドシナ難民の大量流出始まる
1975 ベトナム難民援護事業（～ 95）

1977 ジュネーブ条約追加議定書採択 1977 日本赤十字社、創立 100 周年記念
式典、本社社屋再建

1978 日中平和友好条約調布
1980 イラン・イラク戦争（～ 88）

1983 「ＮＨＫ海外たすけあい」キャンペー
ン開始

1984 アフリカの飢饉拡大
1985 群馬県御巣鷹山の日航機墜落事故救

護班派遣
1986 チェルノブイリ原発事故
1989 ベルリンの壁崩壊

天安門事件
昭和天皇崩御、平成と改元

1990 東西ドイツ統一
1991 赤十字社連盟が国際赤十字・赤新月

社連盟に改称
1991 ソ連崩壊。湾岸戦争 1991 雲仙普賢岳噴火災害救護

1992 カンボジアＰＫＯ派遣
1993 北海道南西沖地震災害救護
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1994 国際赤十字・赤新月社連盟設立 75 周

年
1995 オウム真理教地下鉄サリン事件 1995 阪神・淡路大震災救護

1996 ペルー日本大使公邸人質事件救護班
派遣・活動

1997 日本赤十字社、創立 120 周年記念
式典

1999 ジュネーブ四条約採択五十周年 1999 国際人道法フォーラム開催（東京）
核酸増幅検査（ＮＡＴ）の導入

2000 三宅島噴火災害救護
2001 米国同時多発テロ事件 2001 インド西部大地震における初のＥＲ

Ｕ（緊急対応ユニット）の導入
2002 サッカーＷ杯日本・韓国共同開催 2002 日本赤十字社法制定 50 周年・創立

125 周年
有珠山噴火災害救護

2003 イラク戦争
2004 日本政府、ジュネーブ諸条約第一、

第二追加議定書加入
2004 新潟県中越地震災害救護

スマトラ島沖地震・津波災害救援
福井豪雨災害救護

2005 ジュネーブ諸条約第三追加議定書採
択

（新たな保護標章について規定）

2005 京都議定書発効 2005 愛知万博に国際赤十字・赤新月パビ
リオンを出展
パキスタン北部地震災害救援

2006 国際会議において「赤いクリスタル
標章（公定訳未定）」を承認

2007 原油価格大高騰 2007 能登半島地震災害救護
新潟県中越沖地震災害救護

2008 世界同時不況 2008 ミャンマー サイクロン災害救援
中国大地震災害救援
平成 20 年岩手・宮城内陸地震災害
救護

2009 赤十字思想誕生 150 周年 2009 近衞社長がアジア人として初めて国
際赤十字・赤新月社連盟会長に就任

2010 ギリシャ財政危機 2010 ハイチ大地震災害救援
2011 独裁体制崩壊「アラブの春」 2011 ニュージーランド地震被災者支援

シリア人道危機救援
東日本大震災救護・復興支援

2012 昭憲皇太后基金創設 100 周年 2012 東京スカイツリー完成 2012 フィリピン南部台風災害救援
2013 フィリピン中部台風災害救援

近衞社長が国際赤十字・赤新月社連
盟会長に再選

2014 集団的自衛権の行使容認を閣議決定 2014 西アフリカ・エボラ出血熱救援
2015 赤十字基本原則 50 周年 2015 米・キューバ国交回復 2015 ネパール地震災害救援

2016 熊本地震災害救護
2017 バングラデシュ南部避難民救援

2018 米朝首脳会談（史上初） 2018 平成 30 年 7 月豪雨災害救護
北海道胆振東部地震災害救護

2019 国際赤十字・赤新月社連盟設立 100
周年

2019 令和と改元 2019 令和元年台風第 19 号災害救護

2020 新型コロナウイルス感染症のまん延 2020 クルーズ船への救護班等派遣
令和 2 年 7 月豪雨災害救護

2021 核兵器禁止条約　発効
東京 2020 オリンピック・パラリン
ピック競技大会

2021 ハイチ地震災害救援
東京 2020 オリンピック・パラリン
ピック競技大会医療スタッフ派遣
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